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集

機
動
力
が
向
上
し
た
救
助
工
作
車
（
2
面
・
3
面
）

住宅用火災警報器設置義務化から15年住宅用火災警報器設置義務化から15年
その警報器、電池は切れていませんか？その警報器、電池は切れていませんか？

check!（4面）check!（4面）

最 新の消防車
車両製造のコンセプトを公開！

令和２年度下半期における組合財政状況
　令和２年度予算の令和３年３月末現在における執行状況についてお知らせします。
　補正予算額を合わせた令和３年３月３１日現在の予算額は４２億６，１８０万７，０００円となっています。
草加市と八潮市からの負担金を主なものとする歳入では９５．７％の収入率、各種災害に対応する経費で
ある消防費を主なものとする歳出では８３．１％の執行率となっています。各項目の歳入歳出状況は別表の
とおりです。
　令和２年度決算は、決算審査や議会審議などの手続を経たのち、改めてお知らせします。

※収入済額及び支出済額は、端数処理を行っています。

　また、収入率及び執行率は、少数第2位を四捨五入しています。

●歳入予算収入状況
項　　　目

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

合　　　計

予　算　額

3,690,881

3,706

11,051

4,954

1

224,197

3,766

323,251

4,261,807

収 入 済 額

3,690,881

3,143

10,970

3,608

0

224,197

4,750

140,500

4,078,049

100.0

84.8

99.3

72.8

0.0

100.0

126.1

43.5

95.7

収 入 率（％）

（単位：千円） ●歳出予算執行状況
予　算　額

2,190

262,954

3,897,602

94,208

4,853

4,261,807

支 出 済 額

649

256,893

3,188,484

93,640

0

3,539,666

29.6

97.7

81.8

99.4

0.0

83.1

執 行 率（％）

（単位：千円）

項 目

議 会 費

総 務 費

消 防 費

公 債 費

予 備 費

合　　　計

火災警報器

・住宅用火災警報器は、本体センサー
等に寿命があります。
・点検時に音が鳴らないときは、電池
切れ、本体の寿命により故障している
場合がありますので、その際は交換
が必要です。

廃棄方法について
・廃棄の際は、住宅用火災警報器本体
から電池を取り外してください。
・お住いの各市町村で定める廃棄方法
を確認し、正しく廃棄しましょう。
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新型車両に注目！
今年 2 月から運用を開始した
救助工作車（Ⅱ型）　▶

救
助
工
作
車
（
Ⅱ
型
）

草
加
消
防
署
西
分
署
配
備
（
呼
称
：
草
加
救
助
１
号
車
）求

め
た
の
は
、
機
動
性

管
内
特
性
を
考
慮
し
た

車
両
コ
ン
セ
プ
ト

　
消
防
組
合
で
は
、
救
助
体
制
の
充
実
強

化
を
目
指
し
、
今
年
２
月
に
救
助
工
作
車

（
Ⅱ
型
）
を
更
新
整
備
し
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
現
在
、
消
防
組
合
で
は
２
台
の
救
助
工

作
車
を
運
用
し
て
お
り
、八
潮
消
防
署
（
八

潮
市
鶴
ケ
曽
根
）
と
草
加
消
防
署
西
分
署

（
草
加
市
西
町
）
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ

配
備
し
て
い
ま
す
。
今
回
更
新
整
備
し
た

救
助
工
作
車
（
Ⅱ
型
）
は
西
分
署
に
配
備

し
て
お
り
、
草
加
市
内
（
一
部
地
域
を
除

く
。）
を
出
動
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

　
出
動
区
域
で
あ
る
草
加
市
内
に
は
、
東

京
外
環
自
動
車
道
や
国
道
４
号
線
及
び
298

号
線
と
い
っ
た
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て

い
る
幹
線
道
路
の
ほ
か
、
住
宅
街
に
は
狭

い
道
路
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
管
内
特
性
に
も
着
目
し
、

こ
の
車
両
は
、
複
雑
多
様
化
す
る
救
助
事

案
に
対
応
す
る
た
め
、
多
く
の
最
新
資
機

材
を
積
載
さ
せ
る
一
方
で
、
積
載
方
法
の

省
ス
ペ
ー
ス
化
を
図
り
、
狭
い
路
地
で
も

走
行
可
能
な
大
き
さ
の
車
両
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
発
生
時
の
車
両
救
助

活
動
で
使
用
す
る
大
型
油
圧
救
助
器
具
を

電
動
式
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
従
来
必
要

で
あ
っ
た
発
電
機
が
不
要
と
な
る
な
ど
、

現
場
到
着
か
ら
救
助
開
始
ま
で
の
時
間
を

大
幅
に
短
縮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
建
物
事
故
、
交
通
事

故
、
水
難
事
故
等
で
使
用
す
る
資
機
材
を

ま
と
め
て
積
載
す
る
こ
と
で
、
救
助
活
動

の
機
動
性
が
向
上
し
た
車
両
と
な
っ
て
い

ま
す
。

大
型
の
削
岩
機

大
規
模
災
害
時
の
対
応
能
力
が
向
上
し
た 

◀

▲ 車両の前後で同一動力によるけん引が可能となったウィンチ
活動時の操作性が向上した

クレーン
最大作業半径が１ｍ
広がった（従来比） ▶

▲ 従来の油圧器具を電動に変更
機動性が向上した

▲ キャビン内をハイルーフ
化することで立ったまま装備
を整えることが可能となった

諸元  Speci�cations
車　　　　　名　　日野
通　　称　　名　　レンジャー
シ ャ ー シ 型 式　　２KG－GV２ABA
全　　　　　長　　7,780mm
全　　　　　幅　　2,350mm
全　　　　　高　　3,200mm
ホイールベース　　3,790mm
車 両 総 重 量　　11,950kg
乗 車 定 員　　6 人
原 動 機 型 式　　A05
総 排 気 量　　5,120cc
駆 動 方 式　　4X4

▼ 左側面収納

右側面収納 ▶
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